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1．子宮体癌の 診断か ら治療まで

3）子宮体癌の 画像診断

近畿大学放射線診断学講師 今 岡 い ずみ

　子宮体癌の CT ，　 MRI 診断の 目的は進展範囲の

把握にあ る．本講演で は子宮内膜癌の 基本像 ・病

期評価 と，ピ ッ トフ ォ
ール に つ い て触れ る．

　1．子宮内膜癌の 基本像

　子宮内膜の肥厚ある い は子宮内腔の 拡大 を捉 え

る の が画像診断の 第
一

歩で ある．MRT2 強調像 で

病変は正常内膜 よりも低信号 を示す もの が多 い ．

MR
，
　 CT ともに造影像で は ， 腫瘍は正常内膜や 正

常筋層 よ りも増 強効果が弱 い ，こ の コ ン トラ ス ト

を利用 して病変の 位置を把握し，つ い で進展範囲

を評価する．造影は 了宮留水症 （留血症）と腫瘍

と の 分離に も役立 つ ．子宮内膜ポ リープや粘膜下

筋腫の 存在は，病変の 位置 の 把握 を妨げる要因 と

なる．

　2，病期評価

　局所で は
， 筋層浸潤 ， 頸部浸潤の 範囲を評価す

る．腫瘍
一

筋層境界に良好な コ ン トラ ス トを得る

必要が あ り，　MR 　T2　Wh調像や MR ，　CT の 造影像が

有用 と な る ゆ えん で あ る．MRT2 強 調像 で は

junctional　zone や そ の 外 層 の 筋 層 の 信 号変化 を

目安 とする．MR ，　 CT とも弱 い 増強効果の 腫瘍一

強 い 増強効果の 筋層 ，との コ ン トラ ス トが明瞭 と

なる よう撮影して い る．また ， MR で は 2 方向撮

影，MDCT で あれば再構成画像 を利用 した多断面

で の 評価が有用 である．子宮腺筋症の 合併は，筋

層浸潤 の 診断能を低 ドさせ る
…

因で あ る．リ ン パ

節転移 は，短径で lcm 以 上 の もの を病的腫大 と診

断する が，形態のみ に頼 る現在 の 画像診断にお い

て，十分 な正診率 は得 られて い ない ．

4）手術療法 ， 特にリ ンパ 節郭清の 考え方

国際 医療福 祉 大 学 三 瞞 院 女嬲 轆 セ ン ター長 清 水 敬 生

　了宮体癌の 進行期 は手術 に よ っ て 決定され る．

FIGO 　staging 　system に 従 う と t 「子 宮 全 摘 （単

純）＋ 両側附属器摘 出 ＋ 後腹膜 リ ン パ 節郭清 （生

検）＋ 膜腔洗浄細胞診」以上 の 術式が必要で ある．

こ の 術式に よる と
，

1 ，H
，
　 mA

，
皿 C 期が診断可

能で ある．MB 期 の 診断に は，腟部の 病理検査が，

IVA 期 の 診断 に は膀胱 や下 部消化器 の 精査 が 必

要 になる，また，IVB期 の 診断の た め には，膜腔内

臓 器 （大網，虫垂等）の摘 出 （生検），お よび鼠径

リン パ 節の 郭清 （生検）が必要で ある．実際 には

W 期例は稀で
， 臨床所見が ない 限 りIV期の stag ・

ingは行わ な い の が現状 で ある．演 者らは，1990

年か ら子宮体癌 に対 して子宮全摘 ＋ 両側付属器切

除 ＋ 骨盤〜腎静脈の 高さ まで の 傍大動静脈リ ン パ

節郭清 を行 っ て い る． 1期の リ ン パ 節転移率 は

16．4％ （36／220）であ っ た．文献上 も 10％ 以上 と

報告 されて お り， 1 期で の 転移率は骨盤 リン パ 節

郭清がル ーチ ン に行われて い る子宮頸癌 IB の

それ と同等で ある． リ ン パ 節転移は子宮体癌 の 重

要な予後因子で ，FIGO 　staging 　system に も反映

されて い る に もか か わ らず，リ ン パ 節郭清の 妥当

性 が議論 されて い る の は，リ ン パ 節郭清 と予後 と

の 関係 が phase 皿 レ ベ ル で 解 明 されて い な い か

らで あろ う．本講演で は
， 国内外の 報告を review

した うえで ，後腹膜 リ ン パ 節郭清の 妥当性を中心

に概説する．
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